
令和5年 救急の日令和5年 救急の日

　９月９日は「救急の日」です。救急の日を含む、９月３日（日）～９月９日（土）までの一週間を救急医療週間とし、
毎年全国的に様々な取り組みが行われます。「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医療及び救急業務に対する
町民に正しい理解と認識を深め、かつ、救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的としています。

　心肺停止やその危機に瀕している急病人を救命し、社会復帰に導くために必要な一連の行いを救命の連鎖
（Chaine of survival）と言います。救命の連鎖は４つの輪から成り立っており、すべてが途切れることなく
素早く繋がることで救命効果が高まります。救命の連鎖の最初の３つの輪は、その場に居合わせた人（住民）
により行われることが期待されています。
①心停止の予防・・・事故防止や、初期症状への気づき、健康な身体作り。
②早期認識と通報・・・突然倒れた人や反応のない人を見たら、直ちに心肺停止を疑い、助けを呼んで119番
通報とAEDを要請しましょう。
③一次救命処置（心肺蘇生とAED）・・・心臓が止まると15秒以内に意識が無くなり、３～４分以上そのまま
の状態が続くと、脳は回復することが困難になります。心肺蘇生（胸骨圧迫と人工呼吸）とAEDによる除細
動を早期に行いましょう。
④二次救命処置と心拍再開後の集中治療・・・救急救命士や医師が処置を行い、倒れた方の社会復帰を目指し
ます。

台風への備え５箇条

繋げよう救命の連鎖>>>

救命の連鎖をご存じですか？

※気象庁からの注意喚起

自然災害による被害を防ぐには、普段からの備えや正しい情報の入手が重要です。
被害を未然に防ぐためには正しい知識を身につけ災害に備えましょう。

１．家の外の備えを行う
 （飛散物の固定、側溝や排水溝の清掃）

２．家の中の備えを行う
 （非常用具の準備・確認、水の確保、非常食の確保）

３．避難場所の確認
 （日頃から家族で避難場所や連絡方法などを話し合っておきましょう。）

４．気象台が発表する「台風情報」、「警報・注意報」などの情報入手
 （テレビやラジオ、気象台のホームページから最新の情報を入手してください）

５．台風接近中は不要な外出は控え、危険な場所へは近づかない

（　）は、令和5年累計

・救　急 ……………51件 （261件） 
・火　災 …………… 0件 （    4件）
・救　助 …………… 0件 （　 1件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 0件 （  0件）
・その他 …………… 0件 （13件）

合計……… 51件 （279件）

7月
出動状況

消消 防防 だだ よよ りり
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